
第 38回全国在日外国人教育研究集会・兵庫大会

開催要項

全国在日外国人教育研究集会の兵庫での開催は、９年ぶり５回目となります。これまで兵庫県在日外国人教育研
究協議会（以下、兵庫県外教）は、全外教研究集会を契機として、ともに発展してきた歴史があります。また兵庫
県外教は毎年２月に「在日外国人が民族名（本名）で学べ、共生できる学校・地域をつくろう！」というテーマで
兵庫県在日外国人教育研究集会を県内各地域で開催し、地域の課題や独自の実践を発信することで外国人教育の
ネットワークを強めてきました。そのような兵庫県外教の地元での活動を踏まえ、第 38回全国在日外国人教育研
究集会・兵庫大会は、第 23回兵庫県在日外国人教育研究集会を兼ねて開催することになりました。
さて、現在の兵庫における在日外国人教育の現状はどうでしょうか。2000 年には、「外国人児童生徒にかかわ
る教育指針」を策定し、多文化共生教育が推進されてきましたが、外国にルーツをもつ子どもたちの生きづらさは
依然解消されていません。昨年３月には「ひょうご多文化共生社会推進指針」が策定されました。その外国人児童
生徒等への教育支援にありますように、待望の公立高校入試外国人生徒特別枠選抜が、導入されました。また 18
歳以上選挙権付与にともなって出された「政治的教養をはぐくむ教育の充実に向けて」の指導事例集「参画と協働
が拓く　兵庫の未来」（兵庫県教育委員会）は、選挙権をもたない外国人生徒への配慮がなされたものになってい
ます。これらは兵庫県教育委員会、兵庫県外教ほか関係諸団体の協働の中から生まれたものです。
いわゆる「ヘイトスピーチ解消法」が制定されたものの多文化共生を否定する風潮は依然として根強く、外国に
ルーツをもつ子どもたちの環境はますます厳しいものとなっています。すべての子どもたちがありのままに生き、
自己実現できる学校・地域をつくるため、兵庫に多文化共生の研究・実践を結集してください。
今夏の第 38回全国在日外国人教育研究集会・兵庫大会にぜひご参加ください。

主　催 全国在日外国人教育研究協議会、第 38回全国在日外国人教育研究集会・兵庫大会地元実行委員会
全国後援 （財）朝鮮奨学会、全国キリスト教学校人権教育研究協議会、日本教職員組合、部落解放同盟中央本部、

移住労働者と連帯する全国ネットワーク、フォーラム平和・人権・環境、全国在日外国人教育研究所
地元後援 兵庫県、兵庫県教育委員会、芦屋市教育委員会、西宮市教育委員会、明石市、明石市教育委員会、神戸

韓国教育院、（一社）兵庫県私学総連合会、（公財）兵庫県国際交流協会、（公財）アジア福祉教育財団、
難民事業本部、独立行政法人国際協力機構関西国際センター（JICA 関西）、（公財）兵庫県人権啓発協会、
兵庫県人権教育研究協議会、兵庫県国公立幼稚園長会、兵庫県小学校長会、兵庫県中学校長会、兵庫県
立学校長協会、兵庫県市立高等学校長会、神戸新聞社 （含、依頼中）

協　賛 在日本大韓民国民団兵庫県地方本部、兵庫県教職員組合、自治労兵庫県本部、兵庫高等学校教職員組合、
部落解放同盟兵庫県連合会、（社）ひょうご部落解放・人権研究所、（社）神戸コリア教育文化センター、
神戸 YWCA学院、在日本朝鮮人教職員同盟兵庫県委員会、（特）神戸定住外国人支援センター、多文化
共生センター・ひょうご、NGO神戸外国人救援ネット、（公財） 神戸学生青年センター、神戸在日コリ
アン保護者の会、兵庫在日外国人人権協会、（特） 関西ブラジル人コミュニティ、 （特）多言語センター
FACIL、兵庫部落出身教職員の会（礎友会）、兵庫在日韓国朝鮮人教育を考える会、在日コリアン青年連
合（KEY）兵庫地方協議会、兵庫県外国人学校協議会、NGOベトナム夢 KOBE、 兵庫朝鮮関係研究会、神
戸華僑総会、神戸華僑歴史博物館 （含、依頼中）

◇テーマ 多文化共生社会実現のための教育を創造しよう

◇会　場
　全体会・分科会 甲南大学岡本キャンパス 1号館・3号館　兵庫県神戸市東灘区岡本 8-9-1
 JR 神戸線摂津本山駅から約 1km、阪急神戸線岡本駅から約 700m

　生 徒 交 流 会 明石市立少年自然の家　明石市大久保町江井島 567
 山陽電車東二見駅　乗換　江井ヶ島駅下車　緑の道を通り、最後の十字路を右折
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◇分科会

　共通課題 ◎＜多文化共生＞と＜本名（民族名）を呼び名のる＞とりくみをすすめよう

 ◎＜子どもたちや教職員・地域がどう変わったか＞を明らかにしよう

１、異なる文化との出会い
 ① 子どもたちに異なる文化とどう出会わせたか。
 ② 在日コリアンをはじめとする外国人の歴史をどう教材化

し、親の生活史をどう伝えたか。
 ③ 日本籍・ダブルの子どもにかかわるとりくみをどう進めたか。
報告　兵庫（保）・奈良（幼）・三重（小）

２、差別と排外に抗して
 ① 排外意識や自民族中心主義を解き放つためにどうとりく

んだか。
 ② 名前の自己決定をめぐる状況はどうなっているのか。
 ③ 反差別の教育実践をどのように展開したか。
報告　兵庫（人権協会）・神奈川（市民団体）・愛知（大）

３、未来をひらく
 ① 進路をめぐる差別の実態はどのようになっているのか。
 ② 確かな歴史認識を培い、子どもたちの未来をどうつくる

のか。
 ③ 在日外国人と日本人の子どもがどのような関係を結んだか。
報告　兵庫（小・夜中）・兵庫（高）・神奈川（高）

４、多文化共生をめざして
 ① 多文化共生の教育をどのようにすすめたか。
 ② 新たに渡日した子どもたちの教育にどうとりくんだか。
 ③ 地域や保護者・NPOをはじめとする教育支援団体とのつ

ながりをどのように深めたか。
報告　兵庫（市民団体）・大阪（NPO）・岡山（中）

◇参加費および参加申し込み
　参加費　3,000 円
　参加申し込み　当日生徒交流会受付または全体会会

場受付でお申し込みください。
◇フィールドワーク
　①朝鮮人・中国人強制連行の跡をたどる
　②フィールドワークで学ぶ長田の在日コリアン～そ

の歴史と現在
　日　時　８月７日（月）15時～
　参加費　各 1,500 円
　定　員　各 20人
　※先着順・ただし申込者多数の場合兵庫県以外から

の方を優先します。６月 16日（金）以降、名前・
所属・連絡先明記の上、下記地元実行委員会にメー
ルでお申し込みください。詳細はメールでご案内
します。

◇全国在日外国人生徒交流会
　※詳細は各地の生徒交流会担当者まで

◇日　程 2017 年８月７日（月）８日（火）９日（水）

８月７日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:00

全国在日外国人生徒交流会（～８日）

フィールドワーク

８月８日（火）
 　　　　　　　　　　　　　　　　11:00　　　　12:00　　　　　13:00　　　　　13:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  16:45

司会者

報告者会議
受付 開会行事 全体会

８月９日（水）
9:00　　 　9:30　　　 　　　　　　　　　　　　 12:00　　　　　13:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:00

受付 分科会 昼食 分科会

◇全体会

◇書籍・資料の展示について
　書籍・資料の展示を行いますのでご活用ください。
大会本部で認められた場所以外で行うことはできませ
ん。展示をご希望の方は大会本部にご連絡ください。
◇昼食
　８月８日・９日ともに甲南大学の学生食堂は営業さ
れます。ご利用ください。
◇宿泊
　宿泊の紹介は行いません。各自で予約をお願いしま
す。宿泊の確保が困難になっています。できるだけお
早めに宿泊の予約をされますよう、お願いいたします。
◇その他
◯ 関係者以外入場できません。
◯ ビラ・広告や署名は、大会本部の許可のないものは
認められません。必要な方は大会本部までご連絡く
ださい。

　開会行事　主催者あいさつ、基調報告
　第 1部　　民族音楽（チャンゴ演奏・中国獅子舞）

第 2部　各地の活動紹介
第 3部　外国人の声を伝える（在日教員によるパネルディスカッション）


